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展評 :｢美術館の遠足9/10｣
植松篤
藤本由紀夫×西宮市大谷記念美術館､2005年 12月23日 (於 西宮市大谷記念美術館)
展覧会と聞くと､一般的には静誰な空間､そしてそこで芸術作品と対峠し､作品に投入
する鑑賞者が想像される｡しかし､そんなイメージを裏切る展覧会がある｡鑑賞者は作品
に用いられたオルゴールのゼンマイを回し､いたるところで美しい音が響きあう｡鑑賞者
は受動的に鑑賞するというよりもむしろ､積極的に作品に関わっている｡そんな一風変わ
った展覧会がさる12月23日､西宮市大谷記念美術館において開催された｡
｢美術館の遠足｣､これはサウンド･アーティス ト藤本由紀夫 (1950-)と西宮市大谷記
念美術館のコラボレーションによる､会期が1日だけの展覧会である｡1997年から毎年 1
回ずつ全 10回開かれる予定であり､今回はその第9回目にあたる｡今回はテーマとして
｢HERE&THERE｣が掲げられている｡
この展覧会は､通常用いられる展示室だけではなく､バックヤー ドや茶室や庭園といっ
た､美術館全体を使ったインタラクテイヴなインスタレーションから成っている｡鑑賞者
と作品のインタラクテイヴィティ自体は昨今ではありふれたものとなっている｡しかし､
作品に出会うまでのプロセスに焦点が合わせられているところがこの展覧会の特色であり､
この展覧会が ｢遠足｣と題される由縁はそこにある｡すなわち ｢美術館の遠足｣には順路
もキャプションもなく､観客は思い思いに作品を求めて館の内外を探しまわるのである｡
しかも､作品がバックヤー ドにもひっそりと設置されており､普段の展覧会では閉ざされ
ている扉を開けてみないと出会えない作品もある｡このようにして､鑑賞者は普段の展覧
会では足を踏み入れることのない場所に入っていくことができる- もっとも､この第9
回はシリー ズのなかでは展示方法は一般的な展覧会に最も近い 1- 0
また当日は､藤本によるレクチャーやパフォーマンス､テルミン演奏者によるパフォー
マンスなども行われた｡これらは一般的に行われている展覧会に付随した単なるイベント
ではなく､展覧会の一部を構成するものになっている｡すなわち､藤本によるレクチャー
は､単なる解説ではなく言葉によるパフォーマンスと位置づけられており､テルミン演奏
はホールではなく展覧会場において予告もなく行われた｡
本展のインスタレーションを構成している作品の多くは ｢サウンド･オブジェ｣と呼ば
れるものである｡その名が示す通り､サウンド･オブジェとは音楽であるサウンドと､美
術であるオブジェの境界に位置している｡だが､これらの作品の出す音はいわゆる ｢音楽｣
からは大きくかけ離れている｡すなわち､サウンド･オブジェは音の配列から繰り出され
る旋律や和音を楽しむための装置ではない｡またサウンド･オブジェの出す音は概して小
さなもので､鑑賞者に対して､聞かせるというよりも､積極的に聞くことを求めている｡
なぜ藤本はこのような音楽ならぬ音に注目するようになったのか｡
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藤本が小さい音に注目したきっかけは､小型のキーボードやスピー カーなどの機材を使
いはじめたことにある2｡こうした小型機材のおかげで､制作の場がスタジオからテーブル
の上-と変化した｡藤本はこの小さなスタジオを画廊に持ち込んで演奏するようになる｡
しかし､その小さなスタジオは小さな苦しか出すことができない｡それは一見欠点とも思
えるが､藤本はそれがかえって鑑賞者が ｢耳を澄ます｣ように促していることに気づく｡
例えば最も代表的なものであるオルゴー ルの作品は､こうした試みを簡潔なシステムに収
欽させたものである｡
出品された中でもオルゴール作品は最も多いが､この作品は既製品に手が加えられたも
のである｡藤本はオルゴー ルの歯を折り音を減らしており､それによってオルゴールは元
来の旋律の流れを失い､断続的に音が飛び出してくることになる｡また､オルゴールが複
数使われたり､複数の作品が同一空間に置かれることによって､意図されない音の重なり
や繋がりが生まれることもある｡
他の出品作品には､角砂糖を入れたガラスの筒が回転しているもの､シンセサイザーの
キーを和音が鳴り続けるように固定したものなどがある｡前者の出す音はオルゴール作品
よりもさらに小さい音であり､鑑賞者はじっと耳を澄ましてはじめて､角砂糖が転がるか
すかな音を聞くことができる｡反対にシンセサイザーの作品は藤本の作品としては比較的
大きな音量を発するが､おもに屋外に設置されているため大きくは聞こえない｡また開放
空間であるため音の強弱は鑑賞者の位置取りに強く依存する｡
これらの自ら音を出すものの他にも､鑑賞者がプラスチックのパイプに耳を当てること
によって､聞こえる音が変質させられるような､環境音を利用する作品もある｡この装置
を使うことは耳を変形させることであり､この変形した耳が伝える環境音やこの構造から
生まれる共鳴音によって､鑑賞者は音を聞くという行為自体にも気づかされる｡
このように､サウンド･オブジェは鑑賞者に耳を澄ますことを促している｡ただし藤本
は､音そのものを探求しているのではない｡むしろ彼にとって重要なのは､音が満たす空
間なのである｡音とは独立して存在せず､空間に規定されるものである｡藤本の言葉､｢空
間自身が作品である｣とはこうしたことを意味しているのである3｡
シンプルな音を聞こうと耳を澄ます､このことがその昔が鳴る空間の違いに気づかせて
くれる｡オルゴールの作品では､最初にそれが取り付けられた支持体の材質で響きが変わ
り､さらに展示室､茶室など､その空間の違い (材質や広さ)から音の反響の仕方も変わ
る｡またシンセサイザーの和音が溢れる庭園を歩けば､音の方向や強弱の変化から､音源
との距離を把握できる｡そして歩いているうちに､また別の和音が響く空間-と足を踏み
込んだことにふと気づく｡このように空間とは視覚だけではなく､聴覚によっても認識さ
れるものである｡
本展のテーマ ｢HERE&THERE｣は聴覚と視覚である｡藤本の言う ｢HERE｣とはそ
の場の空気の振動を聞かねばならない音であり､｢THERE｣は離れた場所から光として伝
わってくる像である4｡ 日常に目を向けてみると､人々は ｢HERE｣の重要性を忘れ､
｢THERE｣のみに重点を置いてしまっている｡藤本の作品は､日々の体験において
｢HERE｣と ｢THERE｣を調和させ､｢HERE&THERE｣にすることの重要性を示す｡
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本展には､藤本由紀夫の活動としてのみならず､美術館の活動としても着目すべき点が
ある｡本展は､作家個人の展覧会であるだけではなく､美術館自らによる美術館制度に対
する批判という側面を持つ｡｢美術館の遠足｣はこれからの美術展のあり方-のひとつの示
唆となるだろう｡残るはあと一回｡楽しい遠足はもうすぐ終わりである｡｢遠足｣を終えた
美術館はこれから私たちに何を見せてくれるのだろうか｡
(うえまつあっし:神戸大学文学研究科修士課程)
1 当E]行われたレクチャーでの作家本人の発言｡
2藤本由紀夫編､『YUKIOFUJIMOTOobjects,instalationsandperformances』､西宮市大谷記念美術館､1998年､p7･9｡
発行､2002年｡初出は 『やわらかく 重く-現代日本美術の場と空間』､埼玉県立美術館､1995年6月､p.20-210
4註1に同じ｡
